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ア ン ケ ー ト
　◆当てはまる方の（　）に〇をご記入ください。 [ ]欄はご記述ください。
　１．ワークショップでは①～⑦の活動を実施しました。楽しかった遊びは何ですか。
       当てはまる遊びに〇を記入してください。（複数選択可）
　①トントン手叩き遊び　　　　　　　　　　　　（　　）②動物ステップ遊び                    　（　　）
　③カホンやカスタネットを使った創作リズム遊び（　　）④トーンチャイムで音のキャッチボール遊び（　　）
































































































































































































































































































































































































































































































































































項目 A児 B児 C児 D児 E児
テーマ曲に合わ
せて合奏する。
1回目は歌詞のリズム
に合わせて叩き、2回
目は体を象のリズム
で振り、歌詞のリズ
ムで叩いた。
1回目は歌詞のリズム
に合わせて叩き、2回
目は色々な音符 の
入った伴奏の刻みで
叩いた。
1回目も2回目も歌詞
のリズムに合わせて
振り、最後は左手に
右手でタンブリンを
ぶつけて 音を出し
た。
1回目は歌詞のリズム
に合わせて叩き、2回
目は色々な音符の
入った伴奏の刻みで
叩いた。
1回目も 2回目も、
振ったり歌詞に合わ
せて叩いたり、様々
な変化をつけて叩い
た。
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無くなったところでもう一度音を鳴らした（図７－譜例２）。
⑤「トーンチャイムで音楽作り遊び」
　楽器の特性の残響、音の違い、和音の空間を感じた後は、参加者同士で他者の音を聴きつつ
自由に音を鳴らすことを試みた。これにより、音の偶発的なぶつかりによるハーモニーや、残
音持続性から生じる旋律による即興演奏の面白さを味わい、音を鳴らす際の周りとの関係性に
も気を遣いながら自己表現を試みている様子が見られた（図７－譜例３）。
⑥「手作りタンブリン遊び」－身近な楽器での演奏－
　手作りタンブリンは、時間的な制約から指導者が途中まで製作したものを用意し、参加者に
はタンブリンの叩く面に各々好きな絵を描いてもらった。Ａ児はピンクと水色の円模様、Ｂ児
は星とチューリップを描き、Ｃ児は絵を描かず自分の名前のみ記入した。Ｄ児はクローバーや
蝶、Ｅ児はウサギを描いた。このように参加者が絵を描くことでオリジナルな楽器となった。
その後、各々振って音を確かめたり、面をそっと叩いたり、叩き方を工夫してその音に親しん
だ。尚、この手作りタンブリンはワークショップのお土
産として参加者が持ち帰った。
⑦「作った楽器を使って全員で合奏遊び」
　活動⑥の製作遊びを更に発展したプログラムとして、
今回使用のテーマ曲に合わせ、各自製作したタンブリン
を使って合奏を行った。ワークショップの最後の活動で
あり、参加者同士の一体感を高めるために円陣になって
歩く動作を付けた（図８）。
（２）アンケート調査の結果
　参加者Ａ児〜Ｅ児５名の保護者全員より、一週間以内に回答が寄せられた。設問全７項目の
回答は次の通りである。
　設問１は、実施したワークショップの内容が、参加者にとって楽しい音楽遊びであったかを
尋ね、参加者が楽しかった活動について〇印にて回答、複数選択も可能とした。
　①「トントン手叩き遊び」が楽しいと回答した参加者はＥ児１人であった。②の「動物ステッ
プ遊び」が楽しいと回答した参加者はＡ児とＤ児の２人であった。③「カホンやカスタネット
を使った創作リズム遊び」を楽しいと回答した参加者はＡ児とＣ児の２人であった。④「トー
ンチャイムで音のキャッチボール遊び」が楽しいと回答した参加者はＤ児１人であった。⑤
「トーンチャイムで音楽作り遊び」が楽しいと回答した参加者は、Ａ児とＥ児の２人であった。
⑥「タンブリン作り遊び」が楽しいと回答した参加者はＡ児、Ｂ児、Ｄ児、Ｅ児の４人であっ
図８　手作りタンブリンで音遊びを
する様子
図７　参加者のトーンチャイムによる即興音楽
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た。⑦「作った楽器を使ってみんなで合奏遊び」が楽しいと回答した参加者はＤ児とＥ児の２
人であった。
　設問２の問アは、帰宅後、体験したワークショップについて保護者や家族に話をしたかを問
うものである。問アではいと回答した者へは、問イにその内容を記述してもらった。問アで「①
はい」と回答した者は、Ａ児、Ｂ児、Ｃ児、Ｄ児、Ｅ児の５人全員であった。問イの記述には、
Ａ児「どのような遊びをしたか楽しそうに再現してくれました。」、Ｂ児「棒を振ると音階の音
が出るのが楽しかった。」、Ｃ児「カホンがおもしろかった。つかれた。」、Ｄ児「お友だちの話。
作ったタンブリンを見せて実演してくれました。」、Ｅ児「お皿で作ったタンブリンで遊んだこ
とを話しました。」（ママ）とあった。
　設問３は、ワークショップの内容が難しすぎたりすると興味の持続が難しくなるため、ワー
クショップの活動①〜⑦の難易度について質問した（複数選択可）。Ｄ児の⑤の活動とＥ児①
の活動、２人から難しかったという回答が寄せられた。
　設問４は、ワークショップで製作して使用したタンブリンについて、帰宅後遊んだかを尋ね
たものであった。遊んだと回答した参加者は全員であった。
　設問５の問アは、帰宅後ワークショップの影響と思われるような言動があったかを、保護者
の視点で回答してもらったものである。影響と思える言動があったと回答した参加者は、Ａ児
とＣ児の２人であった。言動が見られなかったと回答した参加者は、Ｂ児、Ｄ児、Ｅ児の３人
であった。問アで「①はい」と回答したＡ児とＣ児の保護者には、問イにてどのような言動が
みられたのか、具体的に記述してもらった。
　問イの回答には、Ａ児「動物のステップ遊びをしたり、カホンの代わりにダンボール箱をた
たいて遊んだりしています。」、Ｃ児「　姉といっしょにタンブリンをもう１つ作った。」と記
述されていた。
　設問６は、保護者の立場からワークショップ参加について気づいたことを自由記述とした。
参加者全員の保護者より回答が寄せられた。これらの寄せられた回答は、Ａ児「とても楽しく
参加できたようで帰宅後はワークショップでやったことをいろいろ再現しています。その再現
がきちんと正確にできていて本当に楽しかったことがよくわかりましたし、子供の吸収力にも
驚きました。楽しい貴重な体験をさせていただき感謝します。」、Ｂ児「仲の良いお友達と一緒
に音楽を様々な形で体験でき、本人も楽しかったと言っておりとても貴重な体験だと思います。
有難うございました。」、Ｃ児「たくさんやったので疲れたようです。」、Ｄ児「子どもは内弁慶
なので音楽を表現することまでは難しいかなと思いましたがお友だちがいることで楽しく参加
できたと思います。音楽も“あそび”から始まると興味も持てて各々の楽しみ方ができるので無
理なく経験できるのかなと思いました。ありがとうございました。」、Ｅ児「楽しかったと帰っ
てきました。とてもよいと思います。」（ママ）との記述があった。
５．考　察
（１）ワークショップの結果について 
　導入では、「はじめまして」（図１）の歌に合わせて自己紹介することにより、緊張した空気
を和ませ、参加者が初対面の指導者に対し、拒否することなく活動を行う準備ができた。参加
者は自己紹介の後に拍手をもらうことで自分を認めてもらう喜びを感じたようであった。この
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ことは、（５）「社会生活との関わり」に繋がると考えられる。
　①「トントン手叩き遊び」では、リズム感、拍子感を感じるために、テーマ曲に合わせ四分
音符で手を叩いた。手叩きからリズムを感じ始め、体を揺らし、自然にテンポと一致して手を
叩くことが出来た。Ａ児は音楽に合わせて終始笑顔で体を揺らし、自発的に足踏みを始めた。
これにＣ児も同調して足踏みを始めた。Ｄ児は他者を意識しながらも指導者に合わせて手叩き
をした。Ｂ児、Ｅ児はリズムに合わせて手を叩く行為を楽しんでいる様子であった。１人で叩
いたリズムを、次は他者と手を合わせて叩くことを試みた。一般的に肌が触れるのは、親しい
間柄でなされる行為であるが、それ程馴染みのない間柄でも楽しそうに手を叩き合っていた。
拍子を感じて一緒に打つという行為は、音楽を介することで（３）「協同性」が生まれ、コミュ
ニケーションを伴う楽しい音楽遊びとなる。（５）「社会生活との関わり」を一層深めることに
関連すると考えられる。
　リズム感の変化をどのように表現するのかを試みるために、テーマ曲を二拍子、三拍子等の
リズムでアレンジ演奏を行った。これらのリズム認識は、鍵盤の伴奏で区別しただけでは子ど
もには難しく、特に三拍子は年齢の差が顕著に表れた。年中のＡ児はリズムを感じられないよ
うであった。また、Ｅ児も困難な様であった。拍頭にインパクトのある楽器を使用する、二拍
子と三拍子で曲を変える等の工夫が必要であるとわかった。また、同じ動作の繰り返しは子ど
もの集中力を欠くので、本研究の実施会場より広い場所を使い、歩きながら出会った人と手を
叩き合う、ボールなどの小道具を使う等、今後のワークショップへの改善点が明確化された。
　②「動物ステップ遊び」では、鳴き声を模倣したり、動物の身体的特徴から発想した自由な
動きを表現したり、全身を使って動物の仕草を各自のイメージで表現していた。子どもにとっ
て付点音符のリズムは、楽譜を見ただけでは理解が難しい場合があるが、馬の足音の表現法と
してＡ児、Ｃ児はギャロップ１）のステップができていた。この方法はリズムのアプローチに
おいても子どもの表現、想像力を引き出すのに大変効果的であり（10）「豊かな感性と表現」
に繋がるといえる。
　③「カホンやカスタネットを使った創作リズム遊び」で使用したカスタネットは参加者にとっ
ても身近な楽器であり、普段からその音に親しんでいるようであった。動物のステップに合わ
せてカスタネットを叩くことを試みた。参加者は皆、象と犬のステップをリズミックに正確に
叩くことできたが、Ａ児のみヒヨコのリズムを叩けなかった。Ａ児だけ叩けなかった理由を更
に研究することが課題ということもわかった。また、テーマ曲に合わせて好きなリズムを動物
のイメージで叩くように促すと、各自が別々の動物を選んで叩いていた。この試みは、他者に
惑わされない（２）「自立心」を促すことにも繋がったといえる。
　カホンは一見ただの四角い箱であるが、その内部にコイルが貼られた打楽器である。Ｃ児は
この楽器を知っていたが、他の参加者にとっては初めて目にする楽器であった。Ｃ児の「叩く
楽器」という言葉から、他の参加者はどのような音を出すのか、丸く穴が開いているところは
どうなっているのか等、楽器の仕組みに興味を持ったようであった。Ａ児はカホンの穴をのぞ
き込んでいた。四角の箱の面によって異なった音が出ることは、参加者の想像を超え、各々の
鳴らし方の工夫を引き出した。Ａ児、Ｂ児、Ｃ児はカホンの上に乗って全ての面を叩いて楽し
み、Ｄ児、Ｅ児はカホンには座らずに自分の気に入った面を叩いていた。楽器に興味を示し、
叩き方を工夫することは（６）「思考力の芽生え」に繋がるであろう。自由に全員で叩いた時
は、お互いの様子を窺いながら叩きはじめ、各々叩き方を工夫し、徐々に気分がエスカレート
して速いリズム叩きへと発展し、５人で創りあげる即興音楽を共に楽しんでいた。リズム叩き
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の楽しさを共有する姿から、カホンが我々の予想以上に子どもの生き生きとした表情や豊かな
表現を引き出した。他者と協力して創りあげていく音楽は、一人遊びでは味わえない一体感や
達成感を体験したといえ、（３）「協同性」もうかがえる。今回カホンは１台であったが、複数
用意した場合や、カスタネットやタンブリン等、子どもが親しみやすい楽器を用意した場合に、
子どもがどのような協同性を見せ音楽表現を行うのか、更に踏み込んだ研究が必要なこともわ
かった。そして指導者は、子どもの未知なるものへの興味を引き出すためにも、常に探求心を
持ち、教材研究を行い、子どもの理解を深めるための努力が重要であることわかった。
　④「トーンチャイムで音のキャッチボール遊び」で使用したトーンチャイムは、カホンと同
じく馴染みのある楽器ではなかった。指導者ａの模奏からこの楽器の特徴である残音を聴き、
その柔らかな音色は、参加者の心に響いたようであった。この楽器は重量があるため、落とし
て怪我をしないように、また楽器を壊さないように、取り扱いを指導したが、鳴らし方は自由
にさせた。皆、楽器に興味を持ち、楽器を大切に正しく扱い、鳴らし方の工夫を楽しんだ。こ
の子どもの姿からは、（４）「道徳性、規範意識の芽生え」が見受けられた。Ｄ児、Ｅ児は鳴ら
すことに喜びを覚え、Ａ児は鳴らした後の美しい響きを楽しんでいる様であった。Ｃ児は他の
子どもの音に被らないよう鳴らし、被った場合は自分の音をすぐに消し、周りに気を配ってい
る様子が見られた。これは近年、幼児期に身に付けておきたい能力として認識されつつある＜
非認知的能力＞である。相手をおもんばかってトラブルを回避しようとする社会情動的スキル
を、子どもが自ら獲得しようとする姿を見ることができた。
　⑤「トーンチャイムで音楽作り遊びでは、図７からも分かるように、最初はお互いの様子を
見て順に叩いていたが、重なり複雑化する音色を楽しみ、同時に鳴らす姿も見られた。トーン
チャイム特有の残響が織りなす偶発的な旋律や和音はしばらくの間演奏され、子どもたちの表
情からはいつまでも続けたいという思いが見て取れた。このことから、複雑な音でも豊かに感
受し、音の響き方や音色に気持ちを寄り添わせていることがわかった。
　⑥「手作りタンブリン遊び」では、各自が自由に絵を描くことで個性が出たオリジナルのタ
ンブリンが出来上がった。描き上げた達成感や自分だけの特別な楽器ができたことで、物への
愛着感や、物を大切に扱う（４）「規範意識」へと繋がったと考える。タンブリンの中身にはポッ
プコーンの原料を入れ、振れば鳴るようにした。これを用いてテーマ曲の合奏演奏を行った。
その際、好きな動物のリズムで叩いたり、振ったりしながら自由に演奏したが、各々リズムを
感じて表現できていたようであった。Ａ児は振ったり叩いたりを様々な強弱で表現していた。
Ｂ児はつま先立ちで体を動かして叩いていた。Ｃ児は二拍子のステップを踏みながら大きな音
で叩いていた。Ｄ児とＥ児はタンブリンの中身にも興味を持った。今回は時間の都合上、既に
ポップコーンを入れたものを用意したが、中に入れるもの、容器の違い、中身の量の増減など
による音色の変化を子ども自身で考えさせ、作成させることは、更に好奇心を引き出すであろ
う。このような体験は（６）「思考力の芽生え」だけでなく、（８）「数量や図形、標識や文字
などへの関心・感覚」に繋がることが期待できる。次回は、楽器の製作を子どもと準備段階か
ら共に考え、子どもには最初から最後まで一人で製作する達成感を味わえるようにすることが
大切であり、子どもの（２）「自立心」を育てることに繋げたい。
　ワークショップの実施結果からは、リズム表現を用いた音楽遊びが子ども一人一人の感性に
影響を与え、豊かな表現を引き出すことができたと言ってよい。しかし、子どもの豊かな感性
を育む遊びを更に発展させていくためには、一つの遊びをどのように工夫し、教材としても何
を用意しなければならなかったのか等、反省点も明らかになった。
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（２）アンケート調査の結果について
　図２に示したアンケート調査の設問１で、Ａ児は楽しかった遊びとして②③⑤⑥を選択した。
②を選んだことからは、想像力を掻き立てる遊びを、③⑤⑥を選んだことからは、自由度の高
い遊びを楽しんだことが分かる。Ｂ児は⑥のみを選択した。⑥は他者を気にせずに自分だけの
タンブリンを作るもので、自由な自己表現が可能だったため楽しいと感じられたのではないだ
ろうか。実際Ｂ児は、慎重で周りの様子をうかがいながら遊びに参加していた。Ｃ児は③のみ
を選択した。Ｃ児はもともとカホンについての知識があり、この楽器との予想外の再会に喜ん
だからと推測する。Ｄ児は他の参加者を気にしながら遊びに参加していたこともあり、のびの
びと遊びに参加していた③④と手作りタンブリンを使った⑥⑦を選んだ。リズムに合わせると
いうなんらかの規制が働く活動ではなく、自由な自己表現が存分に可能な遊びを選んだと思わ
れる。Ｅ児は①⑤⑥⑦を選んだ。①〜⑦の音楽遊びの中でも①⑤は他者との関わりが豊かな活
動である。ワークショップの途中でも頻繁に指導者に言葉を投げかけていたＥ児がこの２つの
遊びを選んだことからは、Ｅ児のコミュニケーションを取る事への積極性がうかがえる。また、
Ｅ児はワークショップが始まるとすぐにタンブリンの見本を発見し、興味津々であった。アン
ケート調査からもタンブリンに関わる⑥⑦を楽しいと感じていたことが示された。
　設問２の回答によると、Ａ児は帰宅後楽しそうに音楽遊びを再現していた。この回答からは、
終始軽やかなステップで楽しそうに参加していたＡ児が、帰宅後も楽しい気持ちを持ち続けて
いた事が分かる。Ｂ児はトーンチャイムについて話をしていた。ワークショップでのＢ児の様
子と回答は一致しており、この楽器の特性を実際に楽しんでいたことが分かった。Ｃ児はカホ
ンについての発言をしていた。設問１、２のＣ児の回答は、Ｃ児がいかにカホンを叩いたこと
が楽しかったかがよく分かる結果であった。Ｄ児、Ｅ児はどちらもタンブリンについて話した
り実演したりしていた。これも設問１でのＤ児、Ｅ児の結果と繋がる。但し、Ｄ児は他の参加
者についても話しており、全体を通して他者を意識していたといえる。
　また、Ｄ児は設問３で⑤を難しいと答えている。⑤のように他者の音を良く聴きながら演奏
する遊びでは、周囲を気にして自分の音を鳴らすタイミングを計りにくかったと推測する。一
方Ｅ児は①を難しいと回答した。①でＥ児は、なかなか拍子感が掴めず終始戸惑いつつ手を叩
いていたことから、最後まで「上手にできなかった」という思いが残っていたのではないかと
推測する。この２名以外はこの設問に対して回答しておらず、全体を通して「難しい」よりは
「楽しい」と感じていたと思われる。
　設問４では帰宅後手作りタンブリンで遊んだか否かを質問したが、全員が「はい」と答えて
おり、自身で手を加えた楽器に対する愛着が見て取れる。
　設問５の回答によると、Ａ児は帰宅後楽しかった遊びを自分なりに工夫して再現していた。
これはＡ児が経験により「楽しい」と感じた気持ちを持ち帰り、家庭でも追体験し、新たな発
見や「できた」という喜びを家族に伝えたいと感じたからであろう。Ｃ児はお絵かきの時間に
絵を描こうとせず「家でやる」と言っていたが、帰宅後姉とともにタンブリンを一から作って
おり、これも外での学びや経験を家族で分かち合いたいと思う気持ちがよく表れた行動といえ
る。指導者はワークショップ内でタンブリンの作り方について説明しなかったが、Ｃ児は自ら
新しく作り直した。このことから、Ｃ児がモノの作りや仕組みに強い興味を抱き、そのモノの
形状をよく観察し再現する意欲を持ったことが分かった。
　設問６は保護者の意見の記述である。ワークショップを見学していたＡ児の保護者は子ども
の再現の正確さを指摘し、子どもの吸収力に驚嘆している。１時間という限られた時間の遊び
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の中であっても、子どもが楽しんで遊ぶことが学びに繋がることが実証された記述である。Ｂ
児とＤ児の保護者の回答には「友達と」という言葉が記されている。この２名の参加者はもと
もと仲の良い間柄であり、新しい経験を友達と一緒にすることで楽しさが増すということを感
じたのであろう。さらにＤ児の保護者の「音楽も“あそび”から始まると・・・」という記述に
は注目したい。子どもにとって「学び」とは「遊び」の中にあり、「楽しい」と感じられるこ
とが「学び」に繋がっていくことを保護者が気付いたことがこの記述から分かる。またＣ児の
保護者の回答からは、Ｃ児の疲れた様子がうかがえる。慣れない環境下の活動の中で輪を乱さ
ないようにと気を遣っていたＣ児は、肉体的な疲労はもちろん、精神的にも相当疲れたと思わ
れる。
　アンケート調査の結果について論考を進めた結果、子どもの音楽は遊びの中に存在し、十分
に遊びを楽しむことで子どもなりの気付きや発見、工夫や配慮がなされていたことが明らかに
なった。音楽に合わせて体を動かすことで（１）「健康な心と体」を得るであろう。また、他
者との協力や共感が遊びをより充実したものにすることを参加者自身が実感していたことから
は（３）「協同性」を、他者の存在を気にかけ、気遣っていたことは（４）「道徳性・規範意識
の芽生え」、（５）「社会生活との関わり」に繋がると考えられる。タンブリンを一から作った
参加者の姿からは、モノの仕組みを思考し、自らの手で作りたいという意志が感じられ、（２）
「自立心」、（６）「思考力の芽生え」、（８）「数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」といっ
た姿に繋がると思われる。また、参加者は自分のタンブリンに愛着を持っていたこともアンケー
ト調査からわかった。身近なモノを大切にすることは、ペットや昆虫、自分で植えた植物を大
切に育てる心を育み、（７）「自然との関わり・生命尊重」という姿に繋がっていくのではない
だろうか。そして、帰宅後参加者がその日経験した様々なことを家庭で話したり実演して見せ
たりしたことは、（９）「言葉による伝え合い」を引き出したといえる。そして、遊びから得た
学びは、家庭で反復することで、より確実なものとして定着するであろう。小学校では家庭で
の復習も重要であり、就学前に「遊びながら楽しく学ぶ→帰宅後の再現」を日々繰り返すこと
で小学生になってからの家庭学習の習慣付けに繋がる可能性もある。アンケート調査の結果全
体からもわかるように、音楽遊びは参加者の（10）「豊かな感性と表現」を育むのに有効であ
ることを証明し、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」にも密接に関連しているといえる。
６．おわりに
　本稿では、音楽リズムを用いたワークショップの実施内容を通して、音楽が子どもの瑞々し
い感性や豊かな表現にどのように結びつくのか、またその遊びを通じて得た学びからは、目指
すべき幼児教育にどのような関連性が見出せるのかを検証し、考察を行った。
　子どもの姿からは、音楽を楽しむことにより豊かな表現を引き出すことに結びつくことが立
証された。また、音楽遊びには、子どもの豊かな感性や表現のみならず、「幼児期の終わりま
でに育ってほしい10の姿」に関連し、社会性を養うためのスキルを身に付ける可能性があるこ
とも分かった。しかし、それには指導者が子どもを理解し、子どもの心に働き掛けるような支
援、配慮できる知識と技術が必要であり、その指導法が非常に大切であることもわかった。実
施会場は天候のため予定した広い会場から少し狭い会場へと変更になった。そのため、今回の
ワークショップが子どもの十分な表現を引き出せる環境ではなかったという反省点が見えてく
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る。カホンやトーンチャイム等の教材研究も含め、子どもが十分に表現できるような環境設定
とはどのようにすべきかについて、今後の課題も見つかった。また、子どもと日々共に生活す
る保育者には、子どもの心に訴えかけるような瑞々しい感性と、それを豊かに表現できる技術
が必要であり、どのようにそれを身に付け、子どもの指導にどう繋げるのかという新たな課題
も見つかった。
　何より、子どもの豊かな感性を育むためには、音楽、身体、造形、言葉といった表現の領域
のみならず、他の領域とも関連させながら研究を行っていかなければならないこともわかった。
子どもの豊かな表現を引き出すための指導法の研究は、今後も引き続き実施していかなければ
ならない。
脚　注
１） 語源は、馬の最も速い駆け方。４本の足が一度に地面を離れるように速く走ること。ここから派生して、
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